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カバ スジ ヤ ャ ヤ ガ さそ を の 近似 種 に つい て ① 


Sineugraphe exusta and two related species in Japan. 


by MASAMI OGATA 


1878 年 BUTLER は 日 本 か ら Graphiphora exusta と ゆう ャ ガ の 新種 を 記載 し た . と の 賊 は カバ スジ ヤ ガ と ゆう 
和 名 で よ ば れ , 三宅 (1911, 農事 試験 電 場 特別 報告 , 27 : 53) も “本州 ニ テム 最 モ 移 多 ナル モノ "” と 書い て いる よう 
燈火 採集 の 際 , 発生 期 に は 一 晩 に 何 百 頭 も 飛来 する きわ め て 普通 種 と され , 又 す で に 古く LEECH (1889, Proc. 
Zool. Soc. Lond., 1889 : 496 : 1900, Trans. Ent. Soc. Lond., 1900 : 44) も 指摘 し て いる よう に と , 非常 た 変異 に と 
わ 種 と 考え られ て いた . 私 は この 変異 の は げ し い 1 群 の 上 戦 が 果して 単 一 な 種 で ある か ど うか 笛 検 討 の 必要 が ある 
と 考え て いた が , た また ま CHARLES BoURSIN 氏 よ り 恵 与 さ れ た 多数 の 別個 を みて いる 中 に 氏 が 1948 年 に きわ 
め て 少数 の 標本 わ た 基づい て カバ スジ ヤ ガ と 近似 の 2 新種 を 日 本 か ら ツ 記載 し て いる こと を 知っ た . そ と で 私 は 
多数 の 標本 を し ら べ な た 結果 , と の 2 新種 を 確認 する こと が で きた . つま り 1 種 と 考え られ て いた も の は 実は 3 種 
の 入り まじ っ た も の で ある と と が 月 ら か に な っ た わけ で , 従っ て 今 ま で の カバ スジ ャ ガ と し て の 記録 は 一 応 再 検 
討 の 必要 が ある と ゆう と と に な る . 次 に 私 の し ら べ た と と , 主 に と の 3 種 の 差異 に つい て 報告 する ・ 

調査 研究 に あたり 御 放 援 下 さっ た C. BOURSIN, 人 。 秦 員 彦 , 井上 寛 , 黒子 浩 , 六浦 児 , 中 村 正 直 , 岡 
垣 弘 , 白井 忠治 , 白水 隆 , 艇 繁 郎 の 諸氏 に 厚く 御礼 を 申し 上 げ る . 

Sineugraphe EOURSIN 
Sineugraphe BOURSIN, Bonn. Zool. Beitrage, 3-4, s. 266, 1954 

BoussrN が exustg に 近似 の 2 種 を 記載 し た と き に は 属 名 と し て Exgraphe HUBNER (1819) (Generotype : 
sigma SCHIFFERMULLERD) を 使っ た . し か し 彼 は その 後 支 那 産 の 数 種 も 含め て , カバ スジ ヤ ガ の 1 群 は , 主 と 
し て その 8 Genitalia の 差異 か ら 互 kgZ2 の fe と は 別 の 1 属 を な す と し て 上 記 新 属 を 記載 し た . Generotype は 
disgnosta で ある . 

Sineugraphe exusta BUTLER カバ スジ ヤ ガ (Figs. 1-3, 10, 13) 
Graphiphora exusta BUTLER, A.M.N.H. (5) 1 : 164, 1878 ; id. Ill. Het. B.M. 2 : 28, pl. 29, f. 11, 1878. 

BUuTLEr の 原 記 載 は きわ め て 簡単 で あり , 図 も あま り よ いも の で は な いか ら , 彼 の type が と ヽ に の べ る 3 種 
の どれ で ある か と ゆう と と が 問題 で ある が , これ は BOURSIN が type を し ら べ て 明らか に し た . 

本 種 は 次 種 gsgzos2 と 非常 に よく 似 て いる . 外見 上 の 区 別 点 と し て は , (1) 一 般 (CC dsgnosta (に くら べべ て 
前 甚 の 色 が 濃い . 即ち 濃 福 一 紫 褐 一 柴 黒 褐色 で , 紫色 の 光沢 の ある の が 多い . (2) 後 横線 は 次 種 に くら べ て 組 
く , 明瞭 で , ほけ て いな い . (3) 後 横線 は 第 5 一 7 央 附近 で 折線 を な し て 貼っ て いる と と が 多い . 以上 の 中 (③) 























1) 日 本 産 夜 賊 の 研究 VI 

2) disgnosta : Holotype 18, Paratype 18 : longipennis : Holotype 18 Allotype 1®. 

3) disgnostga の Paratype の 産地 は Ussuri と な っ て いる の で 厳密 に いえ ば 日 本 か ら だ け で は な い . 
4) 本 種 に つい て は 稿 を 改め て の べ る 予定 





( 19 ) 
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( 20 ) 蝶 こそ 践 [Vol. ViI 





Figs. 1-2 exusta Fig. 3 exusta f. nigromaculata 
Figs. 4-5 disgnosta Fig. 6 disgnosta f. boursini (Holotype) 
Figs. 7-8 {ongipennis 


は 多数 の 標本 を 比較 する と 絶対 的 区 別 点 と し て の 価値 は ま づ な いよ う で ある . 又 (1) で は 黄 褐 色 を 呈し て 次 竹 
と 殆 ん ど 差 の な いも の も ある か ら , や は り 絶 対 的 区 別 点 と は いえ ぬ が , 紫色 の 輝 き が あれ ぜ ば ま づ 本 種 と 考え て よ 
い ・ (2 ) は 最 確実 の 特徴 で ある が , な れ ぬ と 次 種 と 区 別 し に くい 時 も ある . 外見 上 見 分 け の つか ぬ 時 は Genit- 
alia が 絶対 確実 な 区 別 点 と な る . 雄 で は , Q① valva は 細長 く , 中 央 部 で 一 度 狭まり cucullus の 部 分 で ぉ ふ くれ 
る . (2) harpe は 長 三角 形 . (3) ampulla は 幅広 く 四 角 で , 長い 突起 は cucullus の 腹 側 緑 た 平行 する . (④) jaxta 

育 側 に 失 る . 見 で は , ①) ostium を めぐ る 突起 は 弱小 . ②) ductus bursae と ostium と の 境 は 見 分 けら れ 
. 

開 張 : 40 一 45mm. 分 布 ? : 北海 道 , 本 州 , 九州 , 出現 期 : 6 一 9 月 . 各地 に 普通 の よう で ある . 

Sineugraphe exusta f. nigromaculata GRAESER (Fig. 3) 
































Agrotis exusta ab. nigromaculata GRAESER, Berl. Ent. Zeit., 320, 1888. 
GRAESER に より 記載 され た 本 型 は BouRsrN の type 調査 に より exausta に 属す る と と が 明らか に され た . 
本 型 は 環状 級 の すぐ 中 枢 側 及び 環状 紋 と 腎 状 紋 と の 間 に そ れ ぞ れ 黒 級 の あら われ た も の で , その 出現 問 度 は か な 


5) 四国 産 標本 を 私 は 見 な か っ た が , 四国 に る 分 布 す る も の と 確信 する . 
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1955] TYO TO GA ( 21 ) 
= 
り 高く , 余り 珍 ら し いも の で は な い . な お 本 型 に は 三宅 (1911) に より クロ フカ バス ジャガ と ゆ う 和 名 が つけ ら 
れ て いる が , 型 た 対す る 和久 は 本 必 紛 と 考え を る の で , と の 名 は 採用 し な いで お く - 

Sineugraphe disgnosta BoURSIN ウス イロ カバ スジ ヤ ガ ( 新 称 ) (Figs. 4-6, 9, 12)? 

Eugraphe disgnosta BOURSIN, Zeit. d. Wien. Ent. Ges. 33 : 109, Taf. 2, Hig. 2, Taf. 6, Fig. 15, 1948. 

Sineugraphe dysgnosta BOURSIN, Bonn. Zool. Beitr. Heft 3-4, : 266, Taf. V, Fig. 12, Taf. XIV, Fig. 89, 

1954. 

本 種 の exusta と の 外見 上 の 区 別 点 は , ( 1 ) 一 般 に 前 矯 の 色 が 淡い . 即ち 淡 褐 一 黄 褐 色 を 呈す る も の が 多い . 
紫 名 の 光沢 は ま づ な い . (2) 後 横線 は や ぃ 不明 瞭 で , 前 種 の それ より 幅 が 広い . (3) 後 横線 は 第 5 一 7 脈 附近 
で カー ブ を 画 い て 曲っ て いる の が 多い . (3 ) は 前 種 で の べた よう に 絶対 的 区 別 点 で は な く , (1) で も 減 褐 色 を 
呈す る も の が あっ て , 決定 的 な 区 別 点 と は いえ ぬ よ う で ある . (2) が 最 確実 で ある が , 時に 判断 に 迷う よう な の 
が 見 られ る . この 場合 は Genitalia に よる 他 は な い . 前 種 と の 卒 は 雄 で は , (1) valva は 太 短 く , 先程 狭く な る ・ 
(2) harpe は 半月 形 . (3) ampulla は 小 , 長い 突起 は cucullus の 腹 側 縁 に 平行 し な い . ⑬) jaxta は 骨 化 弱く , 
背 側 の 失 り は な い . 雌 で は , ①) ostium を めぐ る 突起 は 顕著 . (2) ostium と ductus bursae と の 境 に 骨 化 の 玲 
い 部 分 が 環状 に みとめ られ る . 

開 張 : 40 一 46mm. 分 布 : BoURSIN の あげ た 本 州 以外 に , こ ヽ 北海 道 , 四 F, 九州 を 新 に 記録 する . 出現 期 
: 6 一 9 月 . 各地 に 普 3 

Sineugraphe disgrosta boursini £. nov. (Fig. 6) 

原型 と 異 る 点 は 環状 級 に 接し , その 中 枢 側 と , 環状 赤 と 腎 状 級 と の 間 黒 級 の ある と と で ある ・. 前 種 の m8g70- 
maculata 型 と 同 傾向 の 型 で あっ て , 出現 頻度 は か な り 高 く , 稀 な も の で は な い ・ 

完 模式 標 木 : 1 8, 長野 県 秦 平 , 4 VII, 1951 (緒方 正 甘 ) 




















P/069 


Valva and juxta: Fig. 9 disgnosta, Fig. 10 exusta, Fig. 11 7ongipennis 
Female genitalia : Fig. 12 disgnosta, Fig. 13 exusta, Fig. 14 Zongipennis 





6) 原 記載 に は disgnosta と あっ た が , 1954 年 Sineugraphe 記載 の 際 ex err. と し て dysgnosta と 訂正 し て い 
る . と れ が 有効 か どう か 疑わ し い の で , と ヽ で は 一 応 原 記載 に 従っ て お く ・ 
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で 22 ) 蝶 と 戦 [Vol. VII 





別 模式 標本 : 1 9, 長野 県 軽井沢 , 30. VII, 1954 ( 締 方 正美 ) 

副 模 式 和 様 本 : 1 $, 品 取 県 価 湯 大山, 16. VII, 1946 (緒方 正美 ): 1 @, 北海 道 石狩 変 足 問 , 25. VIL 1952 ( 白 
水 隆 ); 18, 19, 京都 府 比 客 山 , 30. VIIIL, 1952 ( 秦 足 彦 ) ; 1 8 , 長野 県 蝶 ク ケ 岳 。 2. VIIL, 1953 (石塚 一 義 ) : 
1 $, 秋田 県 山代 岳 , 7. VIIL, 1953 (白井 忠治): 18, 29, 長野 県 軽井沢 , 30. VII (19), 31. VIL (9), 2. 
VIII (18), 1954 (緒方 正美 ) 

Sineugraphe longipennis BoURSIN オオ カバ スジ マガ ( 新 称 ) (Fig. 7, 8, 11, 14) 
Eugraphe longipennis BoURSIN, Zeit. d. Wien. Ent. Ges 33 : 111, Taf. 2, Fig. 5, Taf. 6 Fig. 18, 1948. 

本 種 と 前 2 種 と の 区 別 は 容易 で ある . 即ち (1 ) 開 張 は 4649mm で , 前 2 種 よ り 大 きい . (2) 前 閉 の 色 は 
変化 に とむ が , 強い て いえ ば 前 2 種 の 中 間 で あろ う . 明確 な 区 別 点 は (3 ) 各 横 線 が 不明 瞭 で . と くに 前 横線 や 
基底 線 は 認め られ ぬ 場 合 が 多い . 又 後 横線 は の sgzos72 より も ゃ 不明 瞭 で ,。 し か も る 幅 も 広い . Genitalia も 前 2 種 
と 比 し 著しく 大 きく , その 形状 も 非常 に 異 る と と は 図 に より 明らか で , と ヽ で は 記載 を 略し て お く . な お 本 種 に 
は 前 2 種 に み ら れ ん た よう な 型 は な いよ う で ある . 

分 布 : BoORSIN は 日 本 と 記し て いる だ け だ が , と ヽ に 本州, 四国 , 九州 を 記 佑 する . 出現 期 : 6 一 8 月 . 前 2 
種 ヒ と 比 し 少 い よう で ある . 

附 記 : 今 ま で 図鑑 に カバ スジ ヤ ガ と し て 示さ れ た 賊 が 上 記 3 種 の どれ に あたる か は 明確 記し に くい 場合 が 多い . 
と ゆう の は 上 記 区 別 点 が 明瞭 に 示し て な いか ら で あ る . な お 日 本 昆 忠 図 鑑 (改訂 版 ) に は カバ スジ ヤ ガ に 近似 の 
央 と し て シロ テン ヤ ガ の zzze の 2 SCHIFFERMULLER が ある と 記し て ある が , と の 雷 は 別 属 Dzarsia に 属す る も の 
で カバ スジ ヤ ガ 和 群 と は か な り ち が っ た 種 で も る と と を 参考 まで に 申し 添え て お く . 


























Summary 

The author has studied Sineugraphe exusta BUTLER and two related species : disgnosta BOURSIN 
and Zongipennis BOORSIN based on many specimens. In addition to giving specific differences in gen- 
eral appearance and male genitalia, he has illustrated the feature of female genitalia of these 3 species 
as a means of specific discrimination. 

The local distribution of these moths are as follows : S. exusta : Hokkaido, Honsyu, Kyusyu. ; S. 

disgnosta : Hokkaido, Honsyu, Sikoku, Kyusyu : S. Zongipennis : Honsyu, Sikoku, Kyusyu. 

A new form of disgnosta has been also described by the author. 

Sineugraphe disgnosta BOURSIN f. boursini OGATA 

This is fairly separable from the typical form by fore wing with two black spots in cell: one 
of them being triangular, direct proximally to the orbicular, the other triangular or square between 
the reniform and the orbicular. 

Holotype : 18, Sugadaira, Nagano Pref., 4 Aug. 1951 (M. OGATA). 

Allotype : 19,Karuizawa, Nagano Pref., 30 July 1954 (M. OGATA). 

Paratypes : 18, Daisen, Tottori Pref., 16 July 1946 (M. CcArA) ; 19, Antaroma, Ishikari, Hokk- 
aido, 25 July 1952 (T. SHIiROZU) ; 18, 1.9, Hieizan, Kyoto, 30 Aug. 1952 (Y. HaTA) : 18, Chyogata- 
ke, Nagano Pref., 2 Aug. 1953 (K. IsHIzUKA) ; 18, Tasirodake, Akita Pref., 7 Aug 1953 (T. SrHirAr) 
;18, 29, Karzuizawa, Nagano Pref., 30 July (1@), 31 July (192), 2 Aug. (18) 1954 (M. OGATA). 





Pieris manni 四 國 に 産 す . 本 誌 W の 1 に 江崎 教授 は P. mannt の OBERTHUR に よる 四国 か ら の 記録 が あ 
る と と を 注意 きれ た が , 最近 入 木 誠 政 陸士 は ニュ ー・ エ ント モロ ジス ト WV の 3 に 本 種 の 四国 に 産 す る こと を 確認 
し た 報 文 や の せ て お られ る . その 根拠 は 鱗 庁 の 電子 顕微 鏡 的 研究 で , 外形 , 生活 喝 告 に つい て の 詳 し い 報告 は な 
い . 今後 会 員 諸氏 に ょ る と の 方 面 の 研究 調査 が 望ま れる . 
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